
【鎌倉淡青会公開セミナー】 

 

カーボンニュートラルに向かう社会——「変化」の中の変革 

 

高村ゆかり（東京大学） 

 

1. 「今そこにある危機」——気候変動の影響と被害 

 ・最近の気候の変化と気候変動の影響 

 ・将来の予測 

 ・問題は連関する——「地球の限界（planetary boundaries）」「地球の三重の危機（triple 

planetary crisis）」 

 

 

2. カーボンニュートラルに向かう世界 

 ・国際社会は「1.5℃目標」をめざす 

 ・カーボンニュートラルの実現には社会経済のあらゆる局面の変革が必要 

 ・変わる技術 

 

 

3. 日本の政策も動く 

 ・日本の排出削減目標 

 ・GX（グリーン・トランスフォーメーション）の政策——産業政策としての気候変動政

策 

 ・地域の課題も解決する 

 ・炭素の価格付け（カーボンプライシング）（排出量取引制度）の導入 

 

 

4. 気候変動/サステナビリティを統合した企業経営 

 ・ESG 投資/サステナブルファイナンスとサステナビリティ情報開示 

 ・サステナビリティ情報開示の義務化 

 ・バリューチェーン全体の脱炭素化、リスク管理 

 

 

5. むすびにかえて 
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